
第１２号 ２０２３年１１月３０日

＜男子＞ 18.355km 1°00'05" ４位 ＜女子＞ 12.310km 46'56" 13位

区 間 選手氏名 区間ﾀｲﾑ 区間順位 通過順位 区 間 選手氏名 区間ﾀｲﾑ 区間順位 通過順位

第１区 篠山 朋雅 9'59" ２位 ２位 第１区 坂入 雫 12'39" 36位 36位

第２区 安田 珀斗 9'31" １位 １位 第２区 大竹 穂希 7'34" 18位 30位

第３区 秋葉 泰晟 10'05" 10位 ３位 第３区 高木さくら 7'36" 11位 25位

第４区 飯島 律希 10'05" ４位 ４位 第４区 江面 瑠海 7'43" 11位 18位

第５区 相田 歩希 10'03" ３位 ２位 第５区 小谷 明里 11'24" 12位 13位

第６区 遠藤 碧 10'22" 23位 ４位

11月9日（木）爽やかな秋晴れのなか、水戸信用金庫スタジアム周回
コースにて令和５年度茨城県中学校駅伝競走大会が男子65チーム・女
子64チームで実施されました。一中駅伝部は『どうする一中大作戦』
のもと、『昨年の記録を超える挑戦』を目標にレースに挑みました。結
果は男子が60分05秒で総合4位入賞（関東大会出場）・女子が46分56秒
で総合13位と男女とも昨年度のタイムを上回ることができました。
女子のレースでは、1区を坂入雫さん（2年）が粘り強く走りきると、

2区大竹穂希さん（2年)と3区高木さくらさん（1年）、4区江面瑠海さん
（2年）の3人で18人を抜きアンカーに襷を繋ぎました。アンカーの小
谷明里さん（3年）は、さらに5人を抜き13位でゴールしました。
男子のレースでは、各校のエースが集う1区を篠山朋雅さん(2年）が快
走し2位で襷を繋ぐと、2区安田珀斗さん（3年）がさらに区間賞の走り
で首位に立ちました。3区秋葉泰晟さん(3年)、4区飯島律希さん(3年)、
5区相田歩希さん(2年)が上位4校での激しいレース展開を繰り広げまし
た。そして6区遠藤碧さん（3年）が攻めの走りで先頭を追い4位でフィ
ニッシュ。２年連続・9回目の関東大会出場を決めました。
男子チームは12月3日（日）千葉県柏の葉で行われる関東大会に出場し
ます。『茨城NO.1・関東ベスト８』を目指し、皆さんの力強い走りを
期待しています。応援よろしくお願いします。

「未来に向かって あきらめずに

相談し合って ベストを尽くす」

仙台市内の小中学生４万人を対象の調査によると、ス
マホ使用時間が増えるほど学力は低下するということで
す。家庭学習を２時間以上であっても、スマホを４時間
以上使うと、スマホを使わず３０分未満の生徒より学力
が低くなるという結果が出ました。

１ 金 人権集会講演会(5･6校時) １３ 水 小児生活習慣病予防検診(1年)

３ 日 総体関東駅伝大会 １４ 木 学年末テスト(3年)英国

４ 月 委員会活動 １５ 金 学年末テスト(3年)社数理

６ 水 新入生入学説明会14:00 ＰＴＡ運営委員会18:30

実力テスト(3年:5教科､1･2年:英数社） ２０ 水 教室ワックスがけ(放課後)

７ 木 実力テスト(1･2年:国理) 、休部 ２１ 木 廊下・階段ワックスがけ(放課後)

歯科衛生士講話(1年)5校時 ２２ 金 ２学期終業式、12:10下校完了､休部

８ 金 自転車点検、休部 １２／２７(水)～１／３(水)学校閉庁日

11月６日(月)の５・６時間目に、日本財団パラスポーツサポートセンター
主催による「あすチャレ！スクール」を実施しました。2008年北京パラリン
ピック女子ゴールボール日本代表の『高田朋枝（たかだともえ）さん』に講
話をいただきました。
３年生によるゴールボール体験では、ブラインドゴーグルを着用して楽し

く活動していました。その後の講演では、視覚障害をもつ人との関わり方等
について真剣な表情で話を聞きながら理解を深めていました。

２学期末テスト
14日(火)に音楽・美術

・保体・技家の４教科
を、17日(金)には国語・
社会・数学・理科・英語
の５教科を実施しまし
た。どの生徒も時間一杯まで集中し、真剣に取
り組む姿が見られました。またテスト返却の際
は、教師の解説を聞きながら間違えた箇所の解
き直しを行い、知識の定着に努めました。

三者面談を実施しました
３年生は10日(金)か

ら、１・２年生は14日
(火)から三者面談を実施
しました。３年生の面
談では、私立高校受験
校の決定など進路の話
が中心となりました。
１・２年生は希望者による三者面談となり、

主に学習や生活などについて話し合いました。

２年生の希望者で、26日(日)
に秋祭りのボランティアに行き
ました。出店の手伝いやチケット販売を行いました。
このボランティア活動を通し、一つのイベントは多く
の人の協力で成り立っていることを学びました。


